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1.研修 2 年次生に関する調査 

（1）研修医のプログラムを管理している病院について 

1）研修医のプログラムを管理している病院の種類 

研修医のプログラムを管理している病院は、大学病院 46.5％、臨床研修

病院 51.9％であった。 

研修プログラムを管理している病院の種類　(%)

n=3809

不明, 1.7
管理型

臨床研修病院,

24.4

単独型

臨床研修病院,

 27.5

大学附属病院,

46.5

大学附属病院

単独型臨床研修病院

管理型臨床研修病院

不明

 
   2）研修プログラムを管理している病院の規模 

研修プログラムを管理している病院の規模は、300 床未満（4.2％）、300

床以上 500 床未満（21.4％）、500 床以上 700 床未満（28.0％）、700 床以

上 900 床未満（16.7％）、900 床以上（26.6％）であった。 

研修プログラムを管理している病院の病床別の規模　(% )

n=3809

～500床未満, 21.4

～700床未満, 28.0～900床未満, 16.7

900床以上, 26.6

100床未満, 0.1

無回答, 3.1

～300床未満, 4.1

100床未満

～300床未満

～500床未満

～700床未満

～900床未満

900床以上

無回答
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（2）臨床研修病院・大学病院別分析（研修体制・プログラムについての満足度） 

   1）研修体制についての満足度 

研修体制についての研修医の満足度は、大学病院より臨床研修病院にお

いて高い。 

昨年度（1 年次研修医）の満足度と比較すると、臨床研修病院では満足

している者が 11.0 ポイント増加、満足していない者が 0.7 ポイント減少し

ているが、大学病院では満足している者、満足していない者ともに 4 ポイ

ント程度増加している。 

現在研修している病院の研修体制等に満足していますか

65.5

39.2

53.2

23.1

47.1

34.3

11.1

13.4

12.2

0.4

0.2

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

臨床研修病院(n=1975)

大学病院(n=1771)

合計(n=3809)

満足している 満足していない わからない 無回答

 
 
＜参考＞平成 16 年度「臨床研修病院及び臨床研修医に対するアンケート」 

貴方が研修している病院の研修体制等に満足していますか。

54.5

34.7

43.9

23.8

43.4

34.3

20.0

20.0

20.0

1.6

1.9

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

臨床研修病院

大学病院

合計

満足している 満足していない わからない 無回答
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2）研修体制に満足している理由 

研修体制に満足している理由としては、臨床研修病院においては「職

場の雰囲気がよい」（43.2％）、「研修に必要な症例・手技の経験が十分」

（41.5％）、大学病院においては「指導医の指導が熱心」（25.9％）等

が多い。 

   （なお、本データは、「満足した」と回答した研修医がぞれぞれ選択した

項目の数を分子とし、臨床研修病院、大学病院それぞれのアンケート

に回答した研修医数を分母として計算している。） 

研修体制に満足している理由(複数回答）

43.2

41.5

36.8

28.2

26.9

23.9

19.1

19.1

14.3

13.5

8.4

1.2

19.4

17.7

25.9

7.4

3.9

5.1

6.3

7.7

6.5

7.6

11.7

1.1

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

職場の雰囲気がよい

研修に必要な症例・手技の経験が十分

指導医の指導が熱心

コ・メディカルとの連携がうまくいっている

雑用が少ない

待遇・処遇が良い

研修に対する診療科間(病院間)の連携が良い

第一志望の病院である

相談体制が十分整っている

受け入れ体制が十分整っている

教育資源(図書など)が十分

その他

(%)

臨床研修病院(n=1975)

大学病院(n=1771)
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3）研修体制に満足していない理由 

研修体制に満足していない理由は、臨床研修病院においては「受け入

れ体制が十分整っていない」（9.7％）、大学病院においては「雑用が多い」

（28.0％）、「待遇・処遇が悪い」（26.9％）等が多い。また、昨年（1 年

次研修医）の満足していない理由と比べ、特に「受け入れ体制が十分整

っていない」「雑用が多い」が大きく増加している。 

   （なお、本データは、「満足していない」と回答した研修医がぞれぞれ選

択した項目の数を分子とし、臨床研修病院、大学病院それぞれのアン

ケートに回答した研修医数を分母として計算している。） 

研修体制に満足していない理由(複数回答）

4.1

2.2

11.7

6.8

12.4

28.0

8.3

19.3

26.9

10.3

7.0

16.5

2.9

0.8

2.3

2.8

4.8

5.3

6.3

6.9

7.6

8.4

8.6

9.7

0 5 10 15 20 25 30

その他

第一志望の病院ではない

コ・メディカルとの連携がうまくいかない

職場の雰囲気が良くない

研修に対する診療科間(病院間)の連携が悪い

雑用が多い

相談体制が十分整っていない

研修に必要な症例・手技の経験が不十分

待遇・処遇が悪い

指導医から十分に教えてもらえない

教育資源(図書など)が足りない

受け入れ体制が十分整っていない

(%)

臨床研修病院(n=1975)

大学病院(n=1771)

 
 

＜参考＞平成 16 年度「臨床研修病院及び臨床研修医に対するアンケート」 

研修体制に満足していない理由は何ですか。（複数回答）

4.1

2.7

3.7

7.4

1.8

22.7

20.1

15.1

12.5

3.0

0.7

1.2

1.4

1.7

6.3

8.7

8.8

11.3

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

その他

雑用が多い

第一志望の病院ではない

コメディカルとの連携がうまくいかない

受け入れ体制が十分整っていない

待遇・処遇が悪い 

研修に必要な手技（症例）の経験が不十分 

研修に対する診療科間（病院間）の連携が悪い

指導医から十分に教えてもらえない

臨床研修病院

大学病院

(％）  
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 4）研修プログラムへの満足度 

研修プログラムについての研修医の満足度は、大学病院より臨床研修病

院において高い。 

昨年度（1年次研修医）の満足度と比較すると、臨床研修病院では満足し

ている者が 6.5 ポイント、満足していない者が 1.2 ポイント、大学病院で

は満足している者が 3.1 ポイント、満足していない者は 4.7 ポイント増加

している。 

研修している病院の研修プログラムに満足していますか

56.7

37.6

47.7

30.3

47.8

38.4

12.1

13.9

13.1

0.9

0.7

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

臨床研修病院(n=1975)

大学病院(n=1771)

合計(n=3809)

満足している 満足していない わからない 無回答
 

 

＜参考＞平成 16 年度「臨床研修病院及び臨床研修医に対するアンケート」 

貴方が研修している病院のプログラムに満足していますか。

50.2

34.5

41.8

29.1

43.1

36.5

18.8

20.2

19.6

1.9

2.2

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

臨床研修病院

大学病院

合計

満足している 満足していない わからない 無回答
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5）満足している理由 

研修プログラムに満足している理由は、臨床研修病院においては「プラ

イマリ・ケアの能力を身につけられる」（37.7％）、「複数の科を回って進

路を決める参考になる」（25.2％）、大学病院においては「複数の科を回

って進路を決める参考になる」（20.9％）等が多い。 

  （なお、本データは、「満足した」と回答した研修医がぞれぞれ選択した項

目の数を分子とし、臨床研修病院、大学病院それぞれのアンケートに回

答した研修医数を分母として計算している。） 

研修プログラムに満足している理由(複数回答）

37.7

25.2

17.5

16.4

10.5

1.9

12.6

20.9

6.7

14.2

4.0

1.8

0 5 10 15 20 25 30 35 40

プライマリ・ケアの能力を身につけられる

複数の科を回って進路を決める参考になる

全人的医療を学ぶことができる

専門医研修にうまくつながりそう

期待していた通りの内容

その他
(%)

臨床研修病院(n=1975)

大学病院(n=1771)
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6）満足していない理由 
研修プログラムに満足していない理由は、臨床研修病院においては「1分

野あたりの研修期間が短い」（14.9％）、大学病院においては「1 分野あた

りの研修期間が短い」（23.5％）、「プライマリ・ケアの能力がよく身につけ

られない」（20.2％）等が多い。 

また、昨年（1年次研修医）と比べると、特に「1分野あたりの研修期間

が短い」が増加している。 

  （なお、本データは、「満足していない」と回答した研修医がぞれぞれ選択

した項目の数を分子とし、臨床研修病院、大学病院それぞれのアンケート

に回答した研修医数を分母として計算している。） 

研修プログラムに満足していない理由(複数回答）

7.2

1.2

5.2

7.0

20.2

9.9

13.3

23.5

5.3

1.1

2.3

5.1

6.8

7.4

7.8

14.9

0 5 10 15 20 25

その他

思っていたよりも内容が厳しすぎる

全人的医療を学ぶことができない

思っていたよりも内容が楽すぎる

プライマリ・ケアの能力がよく身につけられない

希望する科を選択できない

専門医研修にうまくつながりそうでない

1分野あたりの研修期間が短い

(%)

臨床研修病院(n=1975)

大学病院(n=1771)

 
 
＜参考＞平成 16 年度「臨床研修病院及び臨床研修医に対するアンケート」 

プログラムに満足していない理由は何ですか。（複数回答）

6.8

2.4

0.9

5.6

5.6

22.0

14.8

7.6

1.3

1.8

3.7

4.9

7.6

7.9

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

その他

思っていたよりも内容が厳しすぎる 

希望する科を選択できない

1分野あたりの研修期間が短い

思っていたよりも内容が楽すぎる

プライマリ・ケアの能力がよく身につけられない

専門医研修にうまくつながりそうでない

臨床研修病院

大学病院

(％）  
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（3）病床規模別分析（研修体制・プログラムについての満足度） 
  1）研修体制についての満足度 

病院の研修体制について満足している者の割合は、300 床未満の病院にお

いて 71.1％、300 床以上 500 床未満の病院において 65.2％、500 床以上 700

床未満の病院において58.3％、700床以上900床未満の病院において46.9％、

900 床未満の病院において 39.5％であり、満足していない者の割合は、300

床未満の病院において18.9％、300床以上500床未満の病院において24.2％、

500 床以上 700 床未満の病院において 29.6％、700 床以上 900 床未満の病院

において 42.1％、900 床以上の病院において 44.5％であった。 

あなたが現在研修している病院の研修体制等に満足していますか

71.1

65.2

58.3

46.9

39.5

18.9

24.2

29.6

42.1

44.5

10.1

10.3

11.6

10.7

15.7 0.3

0.3

0.4

0.2

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

300床未満

300床以上500床未満

500床以上700床未満

700床以上900床未満

900床以上

満足している 満足してない わからない 無回答
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2）研修体制について満足している理由 

満足している理由としては、病床規模の小さい病院においては、「職場の

雰囲気がよい」「指導医の指導が熱心」「コ・メディカルとの連携がうまく

いっている」等が多く、病床数の多い病院においては、「教育資源（図書な

ど）が十分」が病床規模の小さい病院よりも多かった。 

  （なお、本データは、「満足した」と回答した研修医がぞれぞれ選択した項

目の数を分子とし、臨床研修病院、大学病院それぞれのアンケートに回

答した研修医数を分母として計算している。） 

病院の研修体制等に満足している理由(複数回答）

1

13.6

7.8

9.9

8.4

5.5

5.4

19.6

6.0

7.5

25.1

18.5

1.4

10.1

12.9

10.4

7.7

9.1

11.2

23.1

11.3

11.8

28.6

26.3

1.1

10.0

13.7

15.6

11.0

15.5

17.0

36.2

16.5

19.9

34.3

37.1

1.5

4.8

8.6

17.4

12.7

19.7

27.8

40.0

23.9

31.7

36.2

42.8

0.6

10.1

15.1

21.4

23.9

32.7

42.8

43.4

43.4

44.7

47.2

62.3

0 10 20 30 40 50 60 70

その他

教育資源(図書など)が十分

受け入れ体制が十分整っている

第一志望の病院である

相談体制が十分整っている

研修に対する診療科間(病院間)の
連携が良い

雑用が少ない

研修に必要な症例・手技の
経験が十分

待遇・処遇が良い

コ・メディカルとの連携が
うまくいっている

指導医の指導が熱心

職場の雰囲気がよい

（％）

300床未満 (n=159)

300床以上500床未満 (n=817)

500床以上700床未満 (n=1066)

700床以上900床未満 (n=636)

900床以上 (n=1013)
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  3）研修体制について満足していない理由 

満足していない理由としては、500 床未満の病院においては「教育資源（図

書など）が足りない」が多く、500 床以上の病院においては「雑用が多い」、

「待遇・処遇が悪い」等が多かった。 

  （なお、本データは、「満足していない」と回答した研修医がぞれぞれ選択

した項目の数を分子とし、臨床研修病院、大学病院それぞれのアンケー

トに回答した研修医数を分母として計算している。） 

病院の研修体制等に満足していない理由

3.8

26.8

1.9

10

6.7

26.5

12.6

11.8

17.7

8

15

6.1

3.9

21.5

1.9

9.4

5.2

21.4

10.8

10.2

17.6

7.5

13.8

7.1

3.3

12.6

1.4

5.7

3.6

13.7

6.5

7.9

10

5.9

10.2

8.2

3.4

4.7

0.9

1.8

3.3

6.4

4.3

7.6

6.9

7

12.7

9.3

1.3

1.3

1.3

2.5

3.8

4.4

5

7.5

8.8

9.4

11.3

11.9

0 5 10 15 20 25 30

その他

雑用が多い

第一志望の病院ではない

コ・メディカルとの連携がうまくいかない

職場の雰囲気が良くない

待遇・処遇が悪い

研修に対する診療科間（病院間）の連携が悪い

指導医から十分に教えてもらえない

研修に必要な症例・手技の経験が不十分

相談体制が十分整っていない

受け入れ体制が十分整っていない

教育資源（図書など）が足りない

（％）

300床未満 (n=159)

300床以上500床未満 (n=817)

500床以上700床未満 (n=1066)

700床以上900床未満 (n=636)

900床以上 (n=1013)
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4）研修プログラムについての満足度 

病院の研修プログラムについて満足している者の割合は、300 床未満の病

院において 71.7％、300 床以上 500 床未満の病院において 56.9％、500 床

以上 700 床未満の病院において 51.5％、700 床以上 900 床未満の病院にお

いて 42.3％、900 床未満の病院において 36.6％であり、満足していない者

の割合は 300 床未満の病院において 20.1％、300 床以上 500 床未満の病院

において 29.0％、500 床以上 700 床未満の病院において 34.8％、700 床以

上 900 床未満の病院において 45.0％、900 床未満の病院においては 48.1％

であった。 

現在研修している研修プログラムに満足していますか

71.7

56.9

51.5

42.3

36.6

20.1

29.0

34.8

45.0

48.1

8.2

13.2

12.9

11.8

14.4 0.9

0.9

0.8

0.9

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

300床未満 (n=159)

300床以上500床未満
(n=817)

500床以上700床未満
(n=1066)

700床以上900床未満
(n=636)

900床以上 (n=1013)

満足している 満足していない わからない 無回答
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②研修プログラムに満足している理由 

満足している理由としては、300 床未満の病床の病院においては「プライ

マリ・ケアの能力を身につけられる」、「全人的医療を学ぶことができる」

等が多い。また全ての病院においては、「複数の科を回って進路を決める参

考になる」が多い。 

  （なお、本データは、「満足した」と回答した研修医がぞれぞれ選択した項

目の数を分子とし、臨床研修病院、大学病院それぞれのアンケートに回

答した研修医数を分母として計算している。） 

研修プログラムに満足している理由(複数回答）

56.0

41.5

23.9

19.5

18.2

1.9

37.6

17.7

25.9

7.8

14.1

2.3

29.5

11.5

25.4

8.3

17.4

2.3

19.2

9.1

21.2

6.0

13.4

1.1

13.3

7.3

19.8

5.3

14.6

1.4

0 10 20 30 40 50 60

プライマリ・ケアの能力を身につけられる

全人的医療を学ぶことができる

複数の科を回って進路を決める参考になる

期待していた通りの内容

専門医研修にうまくつながりそう

その他

（％）

300床未満 (n=159)

300床以上500床未満 (n=817)

500床以上700床未満 (n=1066)

700床以上900床未満 (n=636)

900床以上 (n=1013)
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③研修プログラムに満足していない理由 

満足していない理由としては、300 床以上の病院においては「1分野あた

りの研修期間が短い」が、700 床以上の病院においては、「プライマリ・ケ

アの能力を身につけられない」等が多かった。 

  （なお、本データは、「満足していない」と回答した研修医がぞれぞれ選択

した項目の数を分子とし、臨床研修病院、大学病院それぞれのアンケー

トに回答した研修医数を分母として計算している。） 

 

研修プログラムに満足していない理由(複数回答）

7.1

2.2

5.4

20.0

10.6

24.3

13.0

6.3

6.4

1.3

4.6

16.5

11.8

22.0

13.2

6.4

6.5

0.6

3.0

10.7

6.9

17.7

8.9

5.8

5

0.4

2.2

5.6

7.0

14.2

7.6

6.2

5

0.6

1.9

4.4

4.4

5.0

5.7

5.7

0 5 10 15 20 25 30

その他

思っていたよりも内容が厳しすぎる

全人的医療を学ぶことができない

プライマリ・ケアの能力が
よく身につけられない

希望する科を選択できない

1分野あたりの研修期間が短い

専門医研修に
うまくつながりそうでない

思っていたよりも内容が楽すぎる

（％）

300床未満 (n=159)

300床以上500床未満 (n=817)

500床以上700床未満 (n=1066)

700床以上900床未満 (n=636)

900床以上 (n=1013)
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（4）臨床研修の目標達成度 
 1）達成度 

目標が十分、もしくはほぼ達成されたとした研修医の割合は、全体では

64.4％、臨床研修病院では 70.8％、大学病院では 57.6％であり、臨床研修

病院の方が大学病院より高い。 

臨床研修の到達目標に関して、現在の研修でどのくらい達成されたと思いますか

5.4

4.5

4.9

65.4

53.1

59.5

22.7

32.7

27.5

1.3

3.5

2.3

1.2

4.3

4.5

3.9

1.4

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

臨床研修病院(n=1975)

大学病院(n=1771)

合計(n=3809)

十分達成された ほぼ達成された あまり達成されなかった 達成されなかった わからない 無回答
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2）達成するために必要な課題 

目標を達成するために必要な課題として、臨床研修病院においては「本

人の努力」（14.6％）、大学病院においては「手技をやらせてもらう」（18.1％）

「雑用を減らす」（17.9％）等が多い。 

 

到達目標を達成するために必要な課題（複数回答）

12.8

8.4

8.4

7.5

7.2

7.0

5.0

4.9

4.5

1.9

1.9

14.6

18.1

11.5

10.0

9.9

11.8

8.1

13.4

17.9

7.5

2.7

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

本人の努力

手技をやらせてもらう

各科の研修期間を長くする

指導医をよくする

回る科を少なくする

科の選択を自由にする

十分な症例数

プライマリ・ケアを充実させる

雑用を減らす

コ・メディカルの協力

その他
(%)

臨床研修病院(n=1975)

大学病院(n=1771)
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（5）処遇・待遇について 
 1）処遇・待遇についての満足度 

研修を受けている病院の処遇・待遇に満足しているとした者の割合は、臨

床研修病院において 61.0％、大学病院において 27.5％であり、満足していな

いとした者は臨床研修病院において 29.2％、大学病院において 60.6％であっ

た。 

研修を受けている病院の処遇・待遇に満足していますか

61.0

27.5

45.3

29.2

60.6

43.7
9.9

10.7

8.9

1.1

1.2

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

臨床研修病院(n=1975)

大学病院(n=1771)

合計(n=3809)

満足している 満足していない わからない 無回答
 

 

2）処遇・待遇についての満足した理由（臨床研修病院/大学病院別） 

満足している理由としては、臨床研修病院においては「給料・手当が良

い（37.8％）」、「研修医専用の部屋がある（35.6％）」、大学病院においては

「研修医専用の部屋がある（16.1％）」等が多い。 

  （なお、本データは、「満足した」と回答した研修医がぞれぞれ選択した項

目の数を分子とし、臨床研修病院、大学病院それぞれのアンケートに回

答した研修医数を分母として計算している。） 

病院の処遇・待遇に満足している理由は何ですか（複数回答）

37.8

35.6

24.2

19.8

14.2

10.8

2.5

9.0

16.1

5.0

4.6

5.9

3.3

2.8

0 5 10 15 20 25 30 35 40

給料・手当が良い

研修医専用の部屋がある

住宅環境が良い

学会や研究会に行きやすい

IT環境が良い

休暇が充実している

その他

(%)

臨床研修病
院(n=1975)

大学病院
(n=1771)
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3）処遇・待遇についての不満足の理由 

満足していない理由としては、臨床研修病院においては「給料・手当が

安い」（19.0％）、大学病院においては「給料・手当が安い」（47.5％）、「勤

務時間が長い・休暇が取りづらい」（32.5％）等が多い。 

  （なお、本データは、「満足していない」と回答した研修医がぞれぞれ選択

した項目の数を分子とし、臨床研修病院、大学病院それぞれのアンケー

トに回答した研修医数を分母として計算している。） 

病院の処遇・待遇に満足していない理由は何ですか（複数回答）

19.0

13.7

8.5

6.6

5.9

5.7

2.8

47.5

32.5

19.5

11.0

11.0

16.5

4.5

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

給料・手当が安い

勤務時間が長い・休暇が取りづらい

住宅環境が良くない

IT環境が悪い

学会や研究会に行きにくい

研修医専用の部屋がない

その他

(%)

臨床研修病
院(n=1975)

大学病院
(n=1771)

 
 
参考資料

平成１５年度
（旧制度）Ａ

平成１６年度
（新制度）Ｂ

１６’－１５’
（Ｂ－Ａ）

平成１７年度Ｃ
１７’－１６’

（Ｃ－Ｂ）
１７’－１５’

（Ｃ－Ａ）

円 円 円 円 円 円

臨床研修病院 4,245,413 4,223,636 △ 21,777 4,562,902 339,266 317,489

国立① 2,897,122 3,836,323 939,201 4,039,758 203,435 1,142,636

公立 4,286,721 4,186,919 △ 99,802 4,626,322 439,403 339,601

公的 4,547,842 4,284,070 △ 263,772 4,641,408 357,338 93,566

その他 4,635,405 4,378,283 △ 257,122 4,638,145 259,862 2,740

大学附属病院 2,040,051 3,179,289 1,139,238 3,427,337 248,048 1,387,286

国立② 2,383,418 3,433,817 1,050,399 3,710,358 276,541 1,326,940

公立 2,309,335 3,763,542 1,454,207 4,016,824 253,282 1,707,489

私立 1,461,016 2,749,984 1,288,968 2,974,225 224,241 1,513,209

全体 2,645,810 3,653,496 1,007,686 4,004,494 350,998 1,358,684

国立①：厚生労働省（国立病院機構）、防衛庁、日本郵政公社、労働福祉事業団（労働者健康福祉機構）
国立②：文部科学省（国立大学法人）
公　立：都道府県、市町村
公　的：日本赤十字社、社会福祉法人恩賜財団済生会、厚生農業協同組合連合会
その他：上記以外の公益法人、医療法人等

研修医（１年次生）の平均給与（年収）の比較

厚生労働省医政局医事課医師臨床研修推進室調べ

区分
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（6）臨床研修修了後の進路 

臨床研修修了後の進路は、大学病院で勤務・研修を行う者は 50.4％（大

学院を入れると 54.2％）、市中病院で勤務・研修を行う者は 37.6％であっ

た。 

大学病院で臨床研修を行った者において、臨床研修後に大学で勤務・研

修を行う者の割合は 80.4％（大学院を入れると 83.7％）であった一方、臨

床研修病院で研修を行った者における割合は 21.1％（大学院を入れると

25.3％）であった。 

大学病院で臨床研修を行った者において、研修修了後に市中病院で勤

務・研修を行う者の割合が 9.1％であった一方、臨床研修病院で研修を行っ

た者における割合は 65.4％であった。 

研修後も臨床研修を行った病院にて研修・勤務を引き続き行う傾向があ

り、特に大学病院ではその傾向が強い。 

臨床研修修了後の進路

50.4%

80.4%

21.1%

37.6%

65.4%

3.1%

2.5%

3.6%

0.7%

0.8%

0.6%

9.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計 (n=3515)

大学病院 (n=1738)

臨床研修病院 (n=1777)

大学に在籍、紹介の病院で勤務・研修 臨床系大学院に進学 基礎・社会医学系大学院に進学

市中病院で勤務・研修 基礎・社会医学系研究者 開業

保健所等、医療行政の仕事 医療・研究以外の仕事 海外勤務・留学

決まっていない その他 無回答  
臨床研修修了後の進路

4.4%

1.2%

0.2%

72.7%

0.1%

0.2%

0.1%

0.1%

0.8%

2.5%

0.8%

9.1%

7.7%

0.0%

3.3%

3.1%

0.1%

0.0%

0.1%

0.3%

0.2%

0.1%

0.6%

3.6%

2.1%

21.6%

21.1%

43.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

無回答

その他

医療・研究以外の仕事

現在の大学に在籍、紹介の病院で勤務・研修する

開業

保健所等、医療行政の仕事

海外勤務・留学

基礎・社会医学系研究者になる

基礎・社会医学系大学院に進学

臨床系大学院に進学

決まっていない

別の市中病院で勤務・研修

別の大学に在籍、紹介の病院で勤務・研修する

現在の市中病院で勤務・研修

臨床研修病院 (n=1777)

大学病院 (n=1738)
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（7）臨床研修修了後の研修・勤務先を決定した理由 

臨床研修修了後の勤務・研修先を決定した理由では、全体では、「専門医

取得につながる」（39.1％）、「現在研修している」（32.5％）、「優れた指導

者がいる」（32.3％）、「出身大学である」（30.2％）等が上位を占めた。 

臨床研修修了後の勤務先（または研修先)を決定した理由(複数回答）

(n=3809)

39.1

32.5 32.3
30.2

21.1
18.2 17.1

12.7

8.7 8.7 8.4 8.2 7.5 6.1 4.6 3.6
1.7 1.5

7.8

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

専

門

医

取

得

に

つ
な

が
る

現

在

研

修

し

て

い
る

優

れ

た
指

導

者

が

い
る

出

身

大

学

で
あ

る

施

設

・
設

備

が
充

実

出

身

地

で
あ

る

実

家

に
近

い

い
わ

ゆ

る
後

期

研

修

プ

ロ
グ

ラ

ム

が
優

れ

て

い
る

給

料

・
処

遇

が
よ

い

臨

床

研

究

が
優

れ

て

い
る

医

学

博

士

号

が
取

れ

る

大

都

市

で
あ

る

先

輩

医

師

の
紹

介

大

学

か
ら

の
派

遣

配

偶

者

の
居

住

地

・
勤

務

地

基

礎

研

究

が
優

れ

て

い
る

へ
き
地

医

療

へ
の
情

熱

子

供

の
教

育

を
考

え

た

そ

の
他

（
％

）

 

選択した大学病院・市中病院別にみる

臨床研修修了後の勤務先（または研修先）を決定した理由(複数回答)

45.6

38.3 37.7

28.9

19.3 17.8 16.5

7.4 7.4
4.6 3.6 3.1 1.3 1.2 0.9 0.5

10.6

42.2

22.1

11.0
8.6

0.8

49.8

4.9

11.513.8

4.8 4.9
1.73.5

9.9

17.5

30.6

26.9

4.8

18.3

9.1 8.0

0

10

20
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40

50

60

現

在

研

修

し

て
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る

専
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が
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指
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・
設
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が
充

実

い
わ
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る
後
期

研

修

プ

ロ
グ

ラ
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が
優
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て

い
る
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・
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が
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い

実
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に
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い

出
身

地

で
あ

る

大

都

市

で
あ

る

先
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配
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地
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医
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の
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熱
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大
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究
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い
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医
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が
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そ

の
他

％

市中病院(ｎ=1375)

大学病院（ｎ=1995)
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（8）専門医・認定医・博士号の取得希望について 
1）専門医・認定医/医学博士の資格取得希望（臨床研修病院/大学病院別） 

研修医が専門医、認定医の取得を希望している割合は、臨床研修病院では

92.2％、大学病院では 91.9％であった。 

また、研修医が博士号の取得を希望している割合は、臨床研修病院では

30.9％、大学病院では 40.7％であった。 

　専門医・認定医の資格の取得の希望

92.2

91.9

92.0

1.7

1.5

1.3

5.5

5.8

6.1
0.5

0.8

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

臨床研修病院(n=1995)

大学病院(n=1771)

合計(n=3809)

そう思う そう思わない 決めていない 無回答

 

　医学博士号の取得の希望

30.9

40.7

35.5 0.9

23.2

28.5

33.2

35.0

35.0

35.2 0.6

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

臨床研修病院(n=1995)

大学病院(n=1771)

合計(n=3809)

そう思う そう思わない 決めていない 無回答
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2）専門性の範囲（臨床研修病院/大学病院別） 

将来は臨床分野で仕事したいと回答した研修医において、「幅広い病気の治

療にかかわりながらも特定の分野で専門性をもって診療したい」が 40.3％、「特

定の診療科対象患者を幅広く治療する医師として診療したい」が 36.6％であっ

た。 

将来は臨床分野で仕事したいと答えた方について、

将来どのような専門性で勤務することを目指していますか

12.4

11.1

13.7

40.3

40.2

40.4

36.6

37.9

35.3

9.2

8.7

9.6

1.6

2.1

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計(n=3371)

大学病院(n=1572)

臨床研修病院(n=1747)

幅広い病気の治療にかかわる診療（例：総合診療医、救急）

幅広い病気の治療にかかわりながらも、特定の分野である程度の専門性をもって診療（例：内科開業医、一般外科）

特定の診療科の対象患者を幅広く治療する医師として診療(例：消化器科、脳神経外科、眼科）

特定の診療科で、さらに特定の分野の専門性をもって診療(例：肝臓専門）

無回答
 

 

（9）大学の医局へ入る希望（臨床研修病院/大学病院別） 

将来は臨床分野で仕事したいと回答した研修医において、大学の医局へ入局

希望があると回答した割合は、臨床研修病院にて 31.6％、大学病院において

49.9％であった。 

将来は臨床分野で仕事したいと答えた方について、
将来は大学の医局への入局を希望しますか

31.6

49.9

40.1

30.0

33.1

31.4
7.7

2.4

12.1

16.5

11.7

20.7

4.3

2.9

5.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

臨床研修病院(n=1747)

大学病院(n=1572)

合計(n=3371)

入局を希望する 入局を希望しない わからない
関心がない 無回答
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（10）臨床研修修了後に進む診療科を決めているかどうか 

臨床研修修了後に専門とする診療科を決めている者は 3298 人（86.6％）

であった。 

専門とする診療科を決めているかどうか　(%)

無回答, 0.7

決めている, 86.6

決めていない,
12.8

決めていない

決めている

無回答

 
 

（11）希望する診療科 

専門とする診療科が決まっていると答えた 3298 人のうち、最も多い科は

内科で 14.6％であった。また、小児科は 7.5％、産婦人科は 4.9％、麻酔科

は 5.8％であった。小児科、産婦人科、麻酔科に関しては、20 代医療施設

従事医師診療科別割合（平成 14 年）よりも高くなっている。 

診療科 人数 割合    

内科 480 14.6% 脳神経外科 57 1.7% 

外科 293 8.9% 心臓血管外科 46 1.4% 

小児科 247 7.5% 総合診療科 25 0.8% 

消化器科 217 6.6% 小児外科 16 0.5% 

整形外科 213 6.5% 呼吸器外科 15 0.5% 

循環器科 207 6.3% リハビリテーション科 15 0.5% 

麻酔科 191 5.8% 病理 15 0.5% 

産婦人科 163 4.9% 基礎系 11 0.3% 

精神科 142 4.3% リウマチ科 8 0.2% 

眼科 131 4.0% 心療内科 6 0.2% 

皮膚科 131 4.0% 美容外科 6 0.2% 

放射線科 100 3.0% 緩和ケア 5 0.2% 

呼吸器科 92 2.8% 医療行政職 5 0.2% 

泌尿器科 86 2.6% アレルギー科 3 0.1% 

耳鼻咽喉科 84 2.5% その他 67 2.0% 

形成外科 71 2.2% 無回答 18 0.5% 

救命救急 70 2.1% 総計 3298 100.0% 

神経内科 62 1.9%    
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内科系    外科系(産婦人科含まない) 

内科 480 14.6%  外科 293 8.9% 

消化器科 217 6.6%  整形外科 213 6.5% 

循環器科 207 6.3%  眼科 131 4.0% 

呼吸器科 92 2.8%  皮膚科 131 4.0% 

神経内科 62 1.9%  泌尿器科 86 2.6% 

総合診療科 25 0.8%  耳鼻咽喉科 84 2.5% 

リウマチ科 8 0.2%  形成外科 71 2.2% 

心療内科 6 0.2%  脳神経外科 57 1.7% 

合計 1097 33.3%  心臓血管外科 46 1.4% 

    小児外科 16 0.5% 

    呼吸器外科 15 0.5% 

    美容外科 6 0.2% 

    合計 1149 34.8% 

 

 

 

 

＜参考＞20 代医療施設従事医師診療科別割合 

20代医療施設従事医師診療科別割合(平成14年）

24.2
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n=26206

 
厚生労働省大臣官房統計情報部 平成 14 年医師・歯科医師・薬剤師調査 

※平成 16 年度より開始した医師臨床研修制度の影響を除くため、平成 14 年調査結果を提示し

た。 
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（12）(診療科別) 診療科を選んだ理由  

「学問的に興味がある」（63.0％）、次いで、「やりがいがある」（60.2％）

が多く、精神科、放射線科、皮膚科、循環器科では「学問的に興味がある」

が 70％以上となっており、産婦人科、外科、小児科、循環器科では「やり

がいがある」が 70％以上となっていた。 

臨床研修修了後に専門とする診療科を選んだ理由(複数回答）
(n=3298)

63.0% 60.2%

46.3%

27.8%

11.9%
7.9% 5.8% 3.6% 2.9% 3.0%

0%

20%

40%

60%

80%

学
問
的

に
興
味

が
あ

る

や
り

が

い
が
あ
る

そ
の
科

の
対
象

が
す

き

い
い
指
導
医

が

い
た

自
由

な
時
間

が
多

い

先
輩

や
教
授

に
誘

わ

れ
た

親

や
親
類

が
そ
の
科

収
入

が
よ

い

訴
訟

が
少

な

い

そ
の
他

 

専門とする診療科と選んだ理由(複数回答)

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

学問的に興味がある 84.5% 77.0% 76.3% 70.0% 65.6% 63.9% 62.0% 60.6% 59.0% 55.7% 49.8% 42.9%

やりがいがある 51.4% 49.0% 38.9% 75.8% 50.6% 55.5% 78.5% 61.5% 66.4% 36.6% 77.5% 75.3%

その科の対象がすき 49.3% 45.0% 48.1% 38.6% 35.4% 39.3% 42.3% 61.0% 47.5% 52.7% 47.1% 66.8%

収入がよい 8.5% 10.0% 3.8% 0.5% 1.7% 12.6% 1.8% 3.8% 1.4% 16.8% 0.3% 0.0%

自由な時間が多い 37.3% 46.0% 46.6% 0.0% 4.4% 34.6% 0.0% 5.2% 0.0% 41.2% 1.4% 0.4%

訴訟が少ない 7.0% 9.0% 10.7% 0.0% 2.3% 2.1% 0.0% 0.0% 1.8% 8.4% 0.3% 0.0%

いい指導医がいた 17.6% 38.0% 18.3% 32.4% 25.6% 40.8% 22.1% 20.2% 30.4% 19.1% 29.4% 22.3%

親や親類がその科 7.0% 5.0% 7.6% 4.3% 4.8% 2.1% 8.6% 8.9% 6.9% 17.6% 7.2% 3.6%

先輩や教授に誘われた 6.3% 13.0% 5.3% 5.8% 6.0% 9.4% 8.0% 12.2% 7.8% 6.9% 3.8% 3.6%

その他 5.6% 2.0% 4.6% 0.5% 3.5% 5.2% 3.1% 2.3% 2.8% 4.6% 0.3% 3.6%

精神科
n=142

放射線
科

n=100

皮膚科
n=131

循環器
科

n=207

内科
n=480

麻酔科
n=191

産婦人
科

n=163

整形外
科

n=213

消化器
科

n=217

眼科
n=131

外科
n=293

小児科
n=247
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（13）(診療科別)  研修後の診療科変更について 
臨床研修の前後で将来専門とする診療科を変えた研修医は、1156 人

（35.1％）であった。 

臨床研修前後における希望する診療科変更の有無 n=3298

無回答 2.4%

変わらない
62.5%

変わった
35.1%

変わらない (n=2062)

変わった (n=1156)

無回答 (n=80)

 
 
（14）(診療科別) 診療科を変更した理由  

診療科を変更した理由は「研修してみて興味がわいたから」（71.3％）が

最も多く、「研修してみて大変だと思った」は 17.6％であった。 

臨床研修の前後で専門とする診療科を変えた理由
n=1156

71.3

17.6
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以前進もうと思っていた科を変えた理由(変更前の診療科別）
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内科 (n=206)

外科 (n=112)

小児科 (n=100)

産婦人科 (n=46)

整形外科 (n=43)

脳神経外科 (n=22)

眼科 (n=26)

皮膚科 (n=35)

 

以前進もうと思っていた科を変えた理由(変更後の診療科別）
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内科 (n=150)

外科 (n=89)

小児科 (n=45)

産婦人科 (n=64)

整形外科 (n=52)

脳神経外科 (n=12)

眼科 (n=38)

皮膚科 (n=56)
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（15）大切に思うことについて 

最も大切に思うことは「家族・家庭」が最も多く、48.9％であった。ついで「社会

への貢献」が 27.8％、「技術向上」が 21.1％であった。 

 

大切に思うこと(複数回答)

48.9

27.8

21.1

14.7

6.9

2.9

1.8

6.4

0 10 20 30 40 50 60

家族・家庭

社会への貢献

技術向上

自分の自由な時間

収入

研究業績

地位・名誉

その他

（％）
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（16）(診療科別) 仕事と生活のバランスについて  

仕事と生活のバランスについては、「仕事に全力を傾ける」「どちらか

というと仕事を大切にする」を選んだ者は 26.6％、「仕事も生活も同じく

らい大切にする」を選んだ者は 52.1％、「どちらかというと自分の生活を

大切にする」「自分の生活を大切にする」を選んだ者は 20.3％であった。 

診療科別仕事と生活のバランス

5.0% 21.6% 52.1% 17.2% 3.1%
0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

皮膚科(n=131)

放射線科(n=100)

精神科(n=142)

眼科(n=131)

耳鼻咽喉科(n=84)

形成外科(n=71)

麻酔科(n=191)

産婦人科(n=163)

内科(n=480)

神経内科(n=62)

小児科(n=247)

整形外科(n=213)

消化器科(n=217)

救命救急(n=70)

総合診療科(n=25)

泌尿器科(n=86)

呼吸器科(n=92)

循環器科(n-207)

外科(n=293)

脳神経外科(n=57)

心臓血管外科(n=46)

＊全数（ｎ=3298）＊

仕事に全力を傾ける

どちらかというと仕事
を大切にする

仕事も生活も同じくら
い大切にする

どちらかというと自分
の生活を大切にする

自分の生活を大切に
する

不明
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（17）性別にみた専門とした診療科 

女性医師の割合が高いのは、産婦人科（68.1％）皮膚科（65.6％）、眼科

（50.4％）等であり、女性医師の割合が低いのは、整形外科（8.0％）、泌

尿器科（12.8％）、心臓血管外科（13.0％）等であった。 

性別にみた専門としたい診療科

8.0

12.8

13.0

15.8

20.5

21.3

21.4
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28.0

28.3

32.3

33.1

39.4

41.7

42.3

45.7

46.0
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74.7

72.0

71.7

67.7

66.9

59.8

57.1

56.3

54.3

54.0

50.3

48.9

34.4

31.3

64.8

0.5

0.0

0.0

0.0

0.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.5
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0.0

0.8

1.2
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

整形外科(n=213)

泌尿器科(n=86)

心臓血管外科(n=46)

脳神経外科(n=57)

外科(n=293)

循環器科(n=207)

救命救急(n=70)

消化器科(n=217)

総合診療科(n=25)

呼吸器科(n=92)

神経内科(n=62)

精神科(n=142)

内科(n=480)

耳鼻咽喉科(n=84)

形成外科(n=71)

小児科(n=247)

放射線科(n=100)

麻酔科(n=191)

眼科(n=131)

皮膚科(n=131)

産婦人科(n=163)

＊全数(n=3298)＊

女

男

不明
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（18）将来の開業希望 

 将来、開業を希望する割合（「できるだけ早く」「引き継ぐ」「条件が整えば」

の計）が多い科は総合診療科、眼科、皮膚科等であり、少ない科は心臓血管外

科、脳神経外科等であった。 

診療科別にみた開業の希望

1.1% 7.8% 22.8% 30.9% 28.6% 8.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

心臓血管外科(n=46)

脳神経外科(n=57)

放射線科(n=100)

救命救急(n=70)

麻酔科(n=191)

外科(n=293)

神経内科(n=62)

形成外科(n=71)

産婦人科(n=163)

泌尿器科(n=86)

小児科(n=247)

内科(n=480)

循環器科(n=207)

呼吸器科(n=92)

整形外科(n=213)

消化器科(n=217)

精神科(n=142)

耳鼻咽喉科(n=84)

皮膚科(n=131)

眼科(n=131)

総合診療科(n=25)

＊全数(n=3298)＊

できるだけ早く

引き継ぐ

条件が整えば

希望しない

わからない

不明

 

※ 開業を希望する割合（「できるだけ早く」、「引き継ぐ」、「条件が整えば」

の計）順  
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（19）(診療科別) 臨床研修修了後の進路  

大学病院で勤務・研修する割合が高い科は、形成外科、眼科、皮膚科等

であり、市中病院で勤務・研修する割合が高い科は、総合診療科、外科、

救命救急等であった。 

診療科別臨床研修修了後の進路

54.7%
3.1%

0.6%

35.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総合診療科(n=25)

救命救急(n=70)

外科(n=293)

小児科(n=247)

神経内科(n=62)

脳神経外科(n=57)

内科(n=480)

消化器科(n=217)

心臓血管外科(n=46)

呼吸器科(n=92)

循環器科(n=207)

麻酔科(n=191)

精神科(n=142)

産婦人科(n=163)

整形外科(n=213)

放射線科(ｎ＝100)

耳鼻咽喉科(n=84)

泌尿器科(n=131)

皮膚科(n=131)

眼科(n=131)

形成外科(n=71)

＊全数(n=3298)＊

大学で勤務・研修

臨床系大学院

基礎・社会医学系大学院

市中病院で勤務・研修

基礎・社会医学系研究者

開業

医療行政

医療・研究以外

海外勤務・留学

未定

その他

不明

 


